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調査内容 「平成２９年度 素案 千代田区食品衛生監視指導計画」について 
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※各設問でお寄せいただきました選択肢の理由等の記述は、ほぼ原文のまま 

掲載させていただいているため、体裁は統一しておりません。ご了承ください。 
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千代田区政モニターの内訳（平成２８年１２月現在）第４回アンケート 

 

 

※（ ）内は第４回のアンケート回答者数 

年代 男性 35 名 （30 名） 女性 26 名 （23 名） 

20 歳代 3 名（2 名） 2 名（1 名） 

30 歳代 5 名（4 名） 10 名（8 名） 

40 歳代 11 名（10 名） 10 名（10 名） 

50 歳代 11 名（10 名） 1 名（1 名） 

60 歳代 2 名（1 名） 1 名（1 名） 

70 歳代 1 名（1 名） 2 名（2 名） 

80 歳代 2 名（2 名） 0 名 
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【食品の安全性について】 

 

Ｑ１：食品の安全性について、不安に感じることがありますか。 

 

（ｎ＝53 件） 

a.よく感じる 10 件 18.9％ 

b.ときどき感じる 22 件 41.5％ 

c.以前に比べてより感じるようになった 10 件 18.9％ 

d.以前に比べると感じなくなった 3 件 5.7％ 

e.ほとんど感じない 8 件 15.1％ 

f.まったく感じない 0 件 0％ 

 

 

Ｑ１－１  Ｑ１で「a．よく感じる」「ｂ．ときどき感じる」「ｃ．以前に比べてより感じるようになった」「ｄ．以前

に比べると感じなくなった」とお答えの方にお聞きします。どのような品目の食品の安全性に不安を感じ

ますか。（複数回答可） 

（ｎ＝45 件） 

a.精肉や牛乳などの畜産物 25 件 55.6％ 

b.野菜や果物などの農産物 25 件 55.6％ 

c.鮮魚や干物などの水産物 19 件 42.2％ 

d.ミネラルウォーターや清涼飲料水 19 件 42.2％ 

e.精米や小麦粉などの穀類 6 件 13.3％ 

f.弁当やそうざいなどの調理食品 33 件 73.3％ 

g.菓子類 10 件 22.2％ 

h.いわゆる健康食品 10 件 22.2％ 

i.その他の加工食品（アルコール飲料、調味料、缶詰、レトルト食品、冷凍食品など） 18 件 40.0％ 

j.その他 5 件 11.1％ 

 

ｊ.その他 

 外食産業、いわゆる食堂・レストランの類 

 煮干し、かつおぶし、どんこ等 

 ペットボトル・ガロンの水・路上にての弁当販売 

 授乳ママ飲料とかもヤバイ 

 放射性物質による汚染 

 

 



2 

 

Ｑ１－２ Ｑ１－１で選択した安全性に不安を感じる品目の食品について、その理由を教えてください。 

 

a．精肉や牛乳などの畜産物 

 雪印と記載のあるものは避けています。 

 放射能の影響、飼料の安全性が不安。 

 放射能 

 ウイルスに感染したなどの話をきくから。 

 野菜もお肉も産地偽装が行われたことがあり、今も福島の食材が加工食品などに使われているの

では？という不安が拭えない。肉も和牛としか表記されておらず、具体的産地情報に乏しい。結

局消費者は、trace する時間も資力も限界がある。 

 中国産の食肉が、コンビニやファミレスなどに紛れているので、それを排除できない。 

 牛乳が体に良くないという説があり気になっている。 

 生鮮食品のため、他の食品より、リスクがより大きいと思われる。 

 マクドナルドのナゲット事件 

 処理方法、産地 

 すべてに言えることは、広く、安く流通されているものに関して信用していない。 

 輸入物が増えているので、使用されている薬品（抗生物質など）に不安がある。 

 何が入っているか分からない。 

 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 

 不自然に発色がいいと逆に不安 

 製造、加工過程での衛生面。 

 食材が生育される過程で、どういうものを食べてきたのかがわからないこと。 

 海外産のお肉の安全性が心配である。 

 乳牛の飼料や飼育のされ方がわからない。 

 

b．野菜や果物などの農産物 

 福島産は買っていません。 

 輸入した野菜等に菌がついていないか不安になる。 

 放射能 

 野菜もお肉も産地偽装が行われたことがあり、今も福島の食材が加工食品などに使われているの

では？という不安が拭えない。肉も和牛としか表記されておらず、具体的産地情報に乏しい。結

局消費者は、trace する時間も資力も限界がある。 

 生鮮食品のため、他の食品より、リスクがより大きいと思われる。 

 放射能などの影響による風評によって。 

 農薬 

 中国産の野菜など大量生産第一で農薬など盛りだくさんらしく、野菜などの冷凍食品などは買い

たくない。 

 すべてに言えることは、広く、安く流通されているものに関して信用していない。 

 放射性物質や遺伝子組み換え食品によるただちに影響をうけない健康被害 

 残留農薬の問題です。 

 何が入っているか分からない。 
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 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 

 福島県産などの野菜か加工品に使われているかもしれないので。 

 外国産の野菜の残留農薬の不安 

 製造、加工過程での衛生面。 

 食材が生育される過程で、どういうものを食べてきたのかがわからないこと。 

 生食することが多いので、食材そのものだけでなく、調理する人や器具が気になる。 

 農薬の使用や人体への影響がこわい。 

 

c．鮮魚や干物などの水産物 

 乾燥煮干しをよく使いますが、セシウム、ヨウ素検査済、安全性が高いと感じられるものを買います。 

 放射能 

 生鮮食品のため、他の食品より、リスクがより大きいと思われる。 

 放射能などの影響による風評によって。 

 解凍方法、産地 

 放射性物質や遺伝子組み換え食品によるただちに影響をうけない健康被害 

 何が入っているか分からない。 

 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 

 製造、加工過程での衛生面。 

 食材が生育される過程で、どういうものを食べてきたのかがわからないこと。 

 東日本大震災の福島原発の影響により、水俣病のような現象がおきるのではないか心配している。 

 原発事故や海の汚染による、魚への有害物質の蓄積がないか心配。 

 

d．ミネラルウォーターや清涼飲料水 

 普段水道水は飲まないですが、先日ミネラルウォーターも危険なものがあったので、ネットで購

入する前に調べます。 

 食品添加物など 

 放射性物質や遺伝子組み換え食品によるただちに影響をうけない健康被害 

 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 

 

e．精米や小麦粉などの穀類 

 自分では福島産は買いませんが、たまにレストランメニューに福島産と買いてあるときは、少し

は食べますが、残してしまいます。 

 放射能 

 精米や小麦粉も中国産が知らず知らずに加工品に含まれているであろう。特に、e.f.g は、中国

産が多いのでは？ 

 生鮮食品のため、他の食品より、リスクがより大きいと思われる。 

 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 
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f．弁当やそうざいなどの調理食品 

 どれも何が入っているのか分からない。 

 屋台販売など、責任不明確で、違法駐車して販売している。 

 安い弁当等は衛生状態が良いか疑問になる。 

 食品添加物など 

 調理済み食品は実際には最も安い食材が使われており、安心感はない。手軽さから買うのが現状。 

 精米や小麦粉も中国産が知らず知らずに加工品に含まれているであろう。特に、e.f.g は、中国

産が多いのでは？ 

 消費期限までは痛まないように、何か(自分で作る時には使わないものを)使っていると思うから。 

 調理食品などは加工された時点で食材の賞味期限等の記載が不要となるため、安全性が確認でき

ないため。 

 含まれる添加物について 

 特に異物混入についてニュース等で目にする機会が増えてしまっているから。 

 産地に対する不安。中国産は極力買わないようにしている。 

 原産地が表示されていない。 

 すべてに言えることは、広く、安く流通されているものに関して信用していない。 

 加工品は色々な物をまぜているとも雑誌で読みました。つくね、ハンバーグ等は肉・つなぎ・タ

マネギ等本来の物プラス加工した物が混入し、形・見た目を整えていると聞くと体に害はないの

か？栄養面はどうか？と、気になります。 

 加工食品は、中国産の食品の残留農薬が気になります。また、食品添加物も問題です。 

 何が入っているか分からない。 

 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 

 廃棄処理された総菜が再利用されたニュースがあったので。 

 とくに、添加物いっぱいのコンビニ弁当。食中毒さえ起こさなければいいってもんじゃない！ 

 安いお弁当の材料や調理方法 

 食材が生育される過程で、どういうものを食べてきたのかがわからないこと。 

 賞味期限が切れた食材の再使用など、モラルに係る部分の安全性が不安。 

 何が入っているか分からないから 

 街中でお弁当がちゃんとした場所で作られているか不安になることがあります。 

 調理済みのものなので、どのように扱われたのか分かりにくい。また、調理してからの時間も気

になる。 

 

g．菓子類 

 どれも何が入っているのか分からない。 

 食品添加物など 

 精米や小麦粉も中国産が知らず知らずに加工品に含まれているであろう。特に、e.f.g は、中国

産が多いのでは？ 

 産地に対する不安。中国産は極力買わないようにしている。 

 食品添加物の真偽 

 すべてに言えることは、広く、安く流通されているものに関して信用していない。 

 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 
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h．いわゆる健康食品 

 どれも何が入っているのか分からない。 

 食品添加物など 

 まがい物や、粗悪品を見分けるのは、難しいと思う。 

 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 

 健康食品を摂ることによる良い面ばかりを取り上げ、副作用等についてあまり取り上げていない

ように思うため。 

 

i．その他の加工食品（アルコール飲料、調味料、缶詰、レトルト食品、冷凍食品など） 

 どれも何が入っているのか分からない。 

 添加物がたくさんあるため。 

 食品添加物など 

 食品表示をみても、安全かどうか、判断がつかない。 

 レトルト食品や、冷凍食品も品質保持や、味を保つ為に、自分では使わないものを何かを使って

いると思うから。 

 ひもの、加工肉、加工食品等 

 特に異物混入についてニュース等で目にする機会が増えてしまっているから。 

 マルハニチロの缶詰異物混入等 

 ニュースなどをみて、缶詰に異物が入っていたり、賞味期限のものが売られていたりするから。 

 中国産の野菜など大量生産第一で農薬など盛りだくさんらしく、野菜などの冷凍食品などは買い

たくない。 

 すべてに言えることは、広く、安く流通されているものに関して信用していない。 

 何が入っているか分からない。 

 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 

 何が入っているか分からないから 

 

j．その他 

 すべてに言えることは、広く、安く流通されているものに関して信用していない。 

 （ペットボトル・ガロンの水）水道飲み時よりも本当に良いのか？塩素が入ってないのにいつ迄

安心安全水か？ふたを開けて酸素が入ると酸化が始まるので早め（何時間だろうか？翌日には持

ち越さない）に飲むと聞きますが、それは防腐剤や薬品が入っているからではないのでしょうか？

微量でもちりも積もれば。では無いのでしょうか？ 

（路上弁当販売）作る工程も衛生的か、保存はどうか気になる。健康被害が出たと分かった時に

はドロンと消えてしまい、責任御追及もできなそうです。店舗ならば衛生面の安心感と、責任を

追及できるので私は路上販売で勉乙の購入はしませんが、安いので利用している方もおおいです。

ニュースでは、店舗より、最近繁殖率が、路上販売の方が高いとも聞きました。買う人がいるか

ら商売になるんでしょうが・・・不安です。 

 産地。申し訳ないけど東日本産の物は目を皿のようにしてチェックしています。海外産も。添加物も。 

 きのこ、福島沖の魚介類 
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Ｑ１－３ どのような要因に不安を感じますか。(複数回答可) 

（ｎ＝45 件） 

a.遺伝子組み換え食品 20 件 44.4％ 

b.いわゆる健康食品 5 件 11.1％ 

c.放射性物質 21 件 46.7％ 

d.汚染物質（放射性物質を除く） 24 件 53.3％ 

e.家畜用、養殖用抗生物質 18 件 40.0％ 

f.食品添加物 28 件 62.2％ 

g.残留農薬 21 件 46.7％ 

h.ＢＳＥ（牛海綿状脳症） 9 件 20.0％ 

i.有害微生物（細菌・ウイルス） 11 件 24.4％ 

j.食品表示 11 件 24.4％ 

k.その他 2 件 4.4％ 

 

k.その他 

 ダイオキシン 

 ゴミや虫など 

 

 

Ｑ１－４ Ｑ１－3 で選択した不安を感じる要因について、その理由を教えてください。 

 

a．遺伝子組み換え食品 

 自分の体に今は大丈夫でも将来的に何かあっては困ります。 

 産地・加工方法・食品添加物の有無、またそれら添加物の安全性問題など疑問は尽きることがな

い。極力、添加物がないものを買うしかないが、今の時代、入っていないものを探す方が難しい。

添加物、産地の問題に放射能汚染の問題が加わった。しかし現実問題、日々の食生活でそれらす

べてに対処するのは至難の技。信頼できる農家から買えるのが一番良いだろう。 

 製造過程等が明確に公表されていないためです。 

 食品の産地偽装などがあるため。 

 遺伝子組み換え食品の安全性は、現時点での安全と宣言しているかもしれないが、何十年という

蓄積により健康に影響を及ぼす危険性は行われていないため。 

 とうもろこし、大豆、納豆類。 

 子どもがいるので過敏になってしまう。 

 国産の食品も長持ちさせるために薬品や農薬を使いますが、海外から輸入されるは食卓に届くま

で時間がかかりますから余計使用している感じがする。外国産の野菜は全体的に長持ちのような

気がします。 

 食品の流通を管理、監視する立場の期間や組織が、供給者に任せきりにしていると感じるため。 



7 

 

 国がしっかり安全性を考えてくれていると思えないのが一番の不安。 

 どんな害があるのか、まだわからないので。 

 分かりにくい表示。トレーサビリティが明らかになっていない。 

 人体に摂取したときに健康被害をこうむる危険性に関して。 

 人為的に作られたものに対する安全性が不透明。 

 食品が本来持っている遺伝子を変更させることにより、体にどのような影響を及ぼすかが、まだ

十分に理解されていないと感じるから。 

 消費者にはわかないので。 

 人体や環境に有害なイメージがあり、食べることに不安を感じる。 

 

b．いわゆる健康食品 

 どの項目も消費者である私には分析しようがない。放射性物質や汚染物質もわからないといえば

わからないが、美味しいから食べなさいと言われて食べさせられる、その美味しい感覚を惑わす

食べ物を警戒する。遺伝子組換食品は、表示義務がある品目があるだけで、遺伝子組換でない食

物は、今はあり得ないと言っている食の専門家の言葉を私は信じざるをえない。つまり遺伝子組

み換えに関しては気にしてもどうしようもない。 

 製造過程等が明確に公表されていないためです。 

 国産の食品も長持ちさせるために薬品や農薬を使いますが、海外から輸入されるは食卓に届くま

で時間がかかりますから余計使用している感じがする。外国産の野菜は全体的に長持ちのような

気がします。 

 

c．放射性物質 

 自分の体に今は大丈夫でも将来的に何かあっては困ります。 

 食品の産地偽装などがあるため。 

 産地・加工方法・食品添加物の有無、またそれら添加物の安全性問題など疑問は尽きることがな

い。極力、添加物がないものを買うしかないが、今の時代、入っていないものを探す方が難しい。

添加物、産地の問題に放射能汚染の問題が加わった。しかし現実問題、日々の食生活でそれらす

べてに対処するのは至難の技。信頼できる農家から買えるのが一番良いだろう。 

 原発の事故があったから。 

 基準的に大丈夫と言われても子供が食べるのは不安。 

 風評が大きい。本当に放射能の影響はないのか、など。 

 子どもがいるので過敏になってしまう。 

 食品の流通を管理、監視する立場の期間や組織が、供給者に任せきりにしていると感じるため。 

 国がしっかり安全性を考えてくれていると思えないのが一番の不安。 

 生産工程がわからないため。 

 人体に摂取したときに健康被害をこうむる危険性に関して。 

 放射性物質による健康被害。 

 人為的に作られたものに対する安全性が不透明。 

 人体や環境に有害なイメージがあり、食べることに不安を感じる。 
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d．汚染物質（放射性物質を除く） 

 行政は、ＯＫといっているが、本当に大丈夫か？ 

 自分の体に今は大丈夫でも将来的に何かあっては困ります。 

 食品の産地偽装などがあるため。 

 産地・加工方法・食品添加物の有無、またそれら添加物の安全性問題など疑問は尽きることがな

い。極力、添加物がないものを買うしかないが、今の時代、入っていないものを探す方が難しい。

添加物、産地の問題に放射能汚染の問題が加わった。しかし現実問題、日々の食生活でそれらす

べてに対処するのは至難の技。信頼できる農家から買えるのが一番良いだろう。 

 加工品でないため、危険度が高いと思われる。 

 中国産のものは決められたことが、なされていないという不安。 

 主に農薬。 

 やはり、中国産食品など基準値を超える薬品量などがみつかるなどで不安を感じる。 

 子どもがいるので過敏になってしまう。 

 表示しているもので添加物や産地を選んで購入しています。しかし、表示が完全でないと避けき

れません。 

 国がしっかり安全性を考えてくれていると思えないのが一番の不安。 

 分かりにくい表示。トレーサビリティが明らかになっていない。 

 生産工程がわからないため。 

 人体に摂取したときに健康被害をこうむる危険性に関して。 

 人為的に作られたものに対する安全性が不透明。 

 即、発症の危険があるので。 

 人体や環境に有害なイメージがあり、食べることに不安を感じる。 

 

e．家畜用、養殖用抗生物質 

 どの項目も消費者である私には分析しようがない。放射性物質や汚染物質もわからないといえば

わからないが、美味しいから食べなさいと言われて食べさせられる、その美味しい感覚を惑わす

食べ物を警戒する。遺伝子組換食品は、表示義務がある品目があるだけで、遺伝子組換でない食

物は、今はあり得ないと言っている食の専門家の言葉を私は信じざるをえない。つまり遺伝子組

み換えに関しては気にしてもどうしようもない。 

 食品の産地偽装などがあるため。 

 産地・加工方法・食品添加物の有無、またそれら添加物の安全性問題など疑問は尽きることがな

い。極力、添加物がないものを買うしかないが、今の時代、入っていないものを探す方が難しい。

添加物、産地の問題に放射能汚染の問題が加わった。しかし現実問題、日々の食生活でそれらす

べてに対処するのは至難の技。信頼できる農家から買えるのが一番良いだろう。 

 ほとんど消費者には、情報がなく、抗生物質を使っていることすら、分からない人が多いと思う。

公表する手段も、表示方法もなく、使っても分からないのが怖い。 

 加工品でないため、危険度が高いと思われる。 

 魚の養殖などで使用する抗生物質。 

 小さな子供もいますし、安心・安全な物を毎日、口にして、日々生活したいと思っているから。 

 子どもがいるので過敏になってしまう。 

 輸入品の場合、どの薬品がどの程度の量使用されているのかよくわからないので、少し不安がある。 
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 国がしっかり安全性を考えてくれていると思えないのが一番の不安。 

 分かりにくい表示。トレーサビリティが明らかになっていない。 

 生産工程がわからないため。 

 人体に摂取したときに健康被害をこうむる危険性に関して。 

 消費者にはわかないので。 

 人体や環境に有害なイメージがあり、食べることに不安を感じる。 

 

f．食品添加物 

 どの項目も消費者である私には分析しようがない。放射性物質や汚染物質もわからないといえば

わからないが、美味しいから食べなさいと言われて食べさせられる、その美味しい感覚を惑わす

食べ物を警戒する。遺伝子組換食品は、表示義務がある品目があるだけで、遺伝子組換でない食

物は、今はあり得ないと言っている食の専門家の言葉を私は信じざるをえない。つまり遺伝子組

み換えに関しては気にしてもどうしようもない。 

 製造過程等が明確に公表されていないためです。 

 食品の産地偽装などがあるため。 

 産地・加工方法・食品添加物の有無、またそれら添加物の安全性問題など疑問は尽きることがな

い。極力、添加物がないものを買うしかないが、今の時代、入っていないものを探す方が難しい。

添加物、産地の問題に放射能汚染の問題が加わった。しかし現実問題、日々の食生活でそれらす

べてに対処するのは至難の技。信頼できる農家から買えるのが一番良いだろう。 

 もう、今やほとんどの食べ物に入っているのでは、と恐怖を覚える。添加物まみれで、気にして

いられない。「無添加」表示も、信じられない今日この頃である。 

 石油など、化学的に作られた身体によくないものが多いと聞いたから。 

 無添加も多いがどこまで安全なのか、不透明。 

 特に食品添加物や食品表示について疑問や不安を感じます。食品表示については、有利誤認、優

良誤認等における不当な表示がとても目につきます。また、商品を良く見せかけるため、見た目

の良い物を、上部に乗せ、下の段は粗悪な物を乗せる等、きりがありません。 

 食品表示の偽装問題は依然としてなくなっていないから。 

 小さな子供もいますし、安心・安全な物を毎日、口にして、日々生活したいと思っているから。 

 子どもがいるので過敏になってしまう。 

 国産の食品も長持ちさせるために薬品や農薬を使いますが、海外から輸入されるは食卓に届くま

で時間がかかりますから余計使用している感じがする。外国産の野菜は全体的に長持ちのような

気がします。 

 食品の流通を管理、監視する立場の期間や組織が、供給者に任せきりにしていると感じるため 

 輸入品の場合、どの薬品がどの程度の量使用されているのかよくわからないので、少し不安がある。 

 表示しているもので添加物や産地を選んで購入しています。しかし、表示が完全でないと避けき

れません。 

 国がしっかり安全性を考えてくれていると思えないのが一番の不安。 

妊娠中のママ用ドリンクに人工甘味料が入っていて「日本も終わったな」と思ってしまった。（人

によるかもですが、私には人工甘味料が、吐気と頭痛がしてしまう添加物だったので） 

 とくに、添加物いっぱいのコンビニ弁当。食中毒さえ起こさなければいいってもんじゃない！ 

 人体に摂取したときに健康被害をこうむる危険性に関して。 
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 身体への影響が分からないから。 

 人体や環境に有害なイメージがあり、食べることに不安を感じる。 

 

g．残留農薬 

 食品の産地偽装などがあるため。 

 産地・加工方法・食品添加物の有無、またそれら添加物の安全性問題など疑問は尽きることがな

い。極力、添加物がないものを買うしかないが、今の時代、入っていないものを探す方が難しい。

添加物、産地の問題に放射能汚染の問題が加わった。しかし現実問題、日々の食生活でそれらす

べてに対処するのは至難の技。信頼できる農家から買えるのが一番良いだろう。 

 加工品でないため、危険度が高いと思われる。 

 特に食品添加物や食品表示について疑問や不安を感じます。食品表示については、有利誤認、優

良誤認等における不当な表示がとても目につきます。また、商品を良く見せかけるため、見た目

の良い物を、上部に乗せ、下の段は粗悪な物を乗せる等、きりがありません。 

 特に中国から輸入した食材類。 

 果物。 

 やはり、中国産食品など基準値を超える薬品量などがみつかるなどで不安を感じる。 

 子どもがいるので過敏になってしまう。 

 国産の食品も長持ちさせるために薬品や農薬を使いますが、海外から輸入されるは食卓に届くま

で時間がかかりますから余計使用している感じがする。外国産の野菜は全体的に長持ちのような

気がします。 

 食品の流通を管理、監視する立場の期間や組織が、供給者に任せきりにしていると感じるため。 

 表示しているもので添加物や産地を選んで購入しています。しかし、表示が完全でないと避けき

れません。 

 国がしっかり安全性を考えてくれていると思えないのが一番の不安。 

 分かりにくい表示。トレーサビリティが明らかになっていない。 

 人体に摂取したときに健康被害をこうむる危険性に関して。 

 人体や環境に有害なイメージがあり、食べることに不安を感じる。 

 

h．ＢＳＥ（牛海綿状脳症） 

 自分の体に今は大丈夫でも将来的に何かあっては困ります。 

 産地・加工方法・食品添加物の有無、またそれら添加物の安全性問題など疑問は尽きることがな

い。極力、添加物がないものを買うしかないが、今の時代、入っていないものを探す方が難しい。

添加物、産地の問題に放射能汚染の問題が加わった。しかし現実問題、日々の食生活でそれらす

べてに対処するのは至難の技。信頼できる農家から買えるのが一番良いだろう。 

 食品の流通を管理、監視する立場の期間や組織が、供給者に任せきりにしていると感じるため。 

 人体に摂取したときに健康被害をこうむる危険性に関して。 

 街中で売っているお弁当がどの許可を経て売っているかいつも謎に思います。 

 人体や環境に有害なイメージがあり、食べることに不安を感じる。 
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i．有害微生物（細菌・ウイルス） 

 ニュースで話題になっていたため。 

 産地・加工方法・食品添加物の有無、またそれら添加物の安全性問題など疑問は尽きることがな

い。極力、添加物がないものを買うしかないが、今の時代、入っていないものを探す方が難しい。

添加物、産地の問題に放射能汚染の問題が加わった。しかし現実問題、日々の食生活でそれらす

べてに対処するのは至難の技。信頼できる農家から買えるのが一番良いだろう。 

 分かりにくい表示。トレーサビリティが明らかになっていない。 

 生産工程がわからないため。 

 人体に摂取したときに健康被害をこうむる危険性に関して。 

 身体への影響が分からないから。 

 即、発症の危険があるので。 

 

j．食品表示 

 どの項目も消費者である私には分析しようがない。放射性物質や汚染物質もわからないといえば

わからないが、美味しいから食べなさいと言われて食べさせられる、その美味しい感覚を惑わす

食べ物を警戒する。遺伝子組換食品は、表示義務がある品目があるだけで、遺伝子組換でない食

物は、今はあり得ないと言っている食の専門家の言葉を私は信じざるをえない。つまり遺伝子組

み換えに関しては気にしてもどうしようもない。 

 食品の表示方法で、一定の割合を超えていなければ表示義務なしのものがある等、食品の購入時

に全て納得、理解して購入できない。 

 特に食品添加物や食品表示について疑問や不安を感じます。食品表示については、有利誤認、優

良誤認等における不当な表示がとても目につきます。また、商品を良く見せかけるため、見た目

の良い物を、上部に乗せ、下の段は粗悪な物を乗せる等、きりがありません。 

 食品表示の偽装問題は依然としてなくなっていないから。 

 中国産のものは決められたことが、なされていないという不安。 

 表示しているもので添加物や産地を選んで購入しています。しかし、表示が完全でないと避けき

れません。 

 国がしっかり安全性を考えてくれていると思えないのが一番の不安。 

 表示が正しいのかどうか、確信が持てない。 

 人体に摂取したときに健康被害をこうむる危険性に関して。 

 特に現存の食品栄養表示はマチマチで統一性が全くないので,食品を購入する時の栄養表示から

消費者自身で考慮するには難しいと思います。フードマイレイジとそこから算出される CO2 排出

量の単位 poco の表示により CO2 削減を知ることができると思います。特に日本のフードマイレイ

ジが世界一と聞いていますのでぜひ poco 表示は必要かと思います。食品のトレーサビリテイーの

表示も必要不可欠でしょう。 
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Ｑ２：保健所では、食品の安全性を確保するための仕事をしていることをご存じでしたか。 

 

（ｎ＝53 件） 

a.知っていた 35 件 66.0％ 

b.知らなかった 18 件 34.0％ 

 

 

 

Ｑ３：食品の表示は、平成２７年４月から施行された食品表示法により規制されていますが、現在は経過

措置期間であり、食品衛生法、健康増進法、ＪＡＳ法などの規制に基づく表示がされた食品が、まだ流通

していることをご存じでしたか。（なお、食品表示法施行後も、これまでと同様、消費者庁、農林水産省関

東農政局東京地域センター、東京都と連携協力しながら、監視指導を継続していきます。） 

 

（ｎ＝53 件） 

a.知っていた 9 件 17.0％ 

b.知らなかった 43 件 81.1％ 

無記入 1 件 1.9％ 

 

 

 

Ｑ４：平成２３年１０月１日から生食用牛肉の規格基準が定められました。その後、牛の肝臓（レバー）の

生食が禁止され、平成２７年６月から豚の食肉（内臓肉を含む）の生食が禁止されました。食肉の生食は、

重篤な食中毒になるおそれがあることを知っていましたか。 

 

（ｎ＝53 件） 

a.知っていた 46 件 86.8％ 

b.知らなかった 7 件 13.2％ 

 

 

Ｑ４－１ 食肉を生や半生で食べることはありますか。 

（ｎ＝53 件） 

a.食べる 16 件 30.2％ 

b.食べない 37 件 69.8％ 

 

 

 

 

 



13 

 

Ｑ５：調理の前に手を洗いますか？ （調理をしない場合は回答不要） 

 

（ｎ＝53 件） 

a.調理の前に水のみで手を洗う 17 件 32.0％ 

b.調理の前に石けんで手を洗う 32 件 60.4％ 

c.調理の前に石けんで手を洗ったあと、消毒剤で消毒する 2 件 3.8％ 

d.手を洗わない 1 件 1.9％ 

無記入 1 件 1.9％ 

 

 

 

Ｑ６：食事の前に手を洗いますか？ 

 

（ｎ＝53 件） 

a.食事の前に水のみで手を洗う 19 件 35.9％ 

b.食事の前に石けんで手を洗う 30 件 56.6％ 

c.食事の前に石けんで手を洗ったあと、消毒剤で消毒する 0 件 0％ 

d.手を洗わない 4 件 7.5％ 
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【「平成２９年度 素案 千代田区食品衛生監視指導計画」について】 

 

Ｑ７：計画素案の内容は、わかりやすいですか。(複数回答可) 

 

（ｎ＝57 件） 

a.わかりやすい 13 件 22.8％ 

b.なんとか理解できる 20 件 35.1％ 

c.専門的な用語が多くて理解しにくい 8 件 14.0％ 

d.文章表現がわかりにくい 8 件 14.0％ 

e.内容的に取り付きにくい 7 件 12.3％ 

f.その他 0 件 0％ 

無記入 1 件 1.8％ 

 

 

Ｑ７－１ 計画素案の中で使っている用語や表現で、理解しにくい箇所がありましたら、ご記入ください。 

 専門用語が多い 

 重点項目（２）の東京オリンピックに向けての監視指導 

全体的に意味が分からない。オリンピックだから特別に監視する必要があるのはどういうことな

のか。平常時は監視不要、という理解になるためよく分からない。 

 内容よりも、フォントが堅い。もっと柔らかいフォントが良いのでは？ 

 全体的に、分かりにくい。用語がとっつきにくいせいかもしれないが。 

 指導改善や監視指導等の表現が使われていますが、この計画の目的は、食品事業者が食品の安全

性を確保する責務を果たし、安全な食品等を供給しているか否かを確認することであることから、

指導改善や監視指導という表現が多く使われています。しかしながら、素案を読んでみると、問

題があるにもかかわらず、「すみやかに」という表現を使われている箇所が多くあります。この部

分は「直ちに」と変更されたらいかがでしょうか。行政指導ももっと、積極的に実施しないとそ

の効果は出ないのではないでしょうか。 

 収去検査（p3），不利益処分(p5）など難しそうな単語には注釈がついており，理解しやすかった。 

 注釈解説を参照にしたので、なんとか理解したが、これがあって大変良かった。 

 わからない言語は、自分で調べるようにしているので、理解できる。若い世代から全世代でわか

るように、ポイントを書いてもいいように思う。 

 分かりやすかったです。 

 町内で行うもちつきなどと、テキヤの出店するものなどを一緒のレベルで論じるのはどうだろう

か？テキヤは臨時とはいえ飲食店と同レベルの規制をしてもよいが、盆踊りやもちつきなどのボ

ランティア的なものまで同じ規制は厳しい。せいぜい生ものを使わないようにメニューを考える

とかが精いっぱいかと思う。 

 リスクコミュニケーション 

 獣畜肉、食鳥卵、食鳥肉（普段使わない） 
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 まず「明朝体での羅列」が、いかにも「お役所文章」という感じで読みにくいです。専門家なら

ともかく、行商（トラック弁当屋）とか高卒や外国の人（言い方悪いけど）、更にはイベントでは

中高生の文化祭、小学生の参加するお祭り等では、未成年も扱う訳なので「子供でも分かりやす

く」あるべき部分が必要と思う。（丸ゴシック体にしたり、□の囲みを例に入れる等）この文書だ

と、役所側が「一応これだけたくさんのコトはやっています。責任果たしてます」と主張してい

る様に感じました。 

 まったくなし。 

 具体的な箇所というより、全部をしっかり読まないと理解できないというのが難点かと思いました。 

 比較的わかりやすく書かれていると思います。 

 監視指導計画書なので、難しく長いのはしかたない。 

 

 

 

Ｑ８：計画素案の中で、食品の安全性を確保するために、千代田区で積極的に取り組んでほしいことは

ありますか。(複数回答可) 

 

（ｎ＝131 件） 

a.食中毒対策（食中毒原因の究明と再発防止） 25 件 19.1％ 

b.食品の安全性に関する情報提供（広報、ホームページ、講習会など） 23 件 17.6％ 

c.区内の施設に対する監視指導（立入り検査、監視指導など） 15 件 11.5％ 

d.輸入食品の安全確保対策（区内流通輸入食品の検査、区内輸入業者への指導） 25 件 19.1％ 

e.大量生産される食品の安全確保対策（区内流通食品の検査、区内食品会社へ

の指導） 
14 件 10.7％ 

f.食品の表示に関する監視指導の徹底（期限表示、アレルギー表示、添加物表

示など） 
18 件 13.7％ 

g.区民向けの衛生教育事業の実施（講習会、食品衛生に関するイベントなど） 9 件 6.9％ 

h.その他 1 件 0.8％ 

無記入 1 件 0.8％ 

 

h.その他 

 感染性胃腸炎、ノロウイルス防止対策。２４時間救急受入 
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Ｑ９：東京オリンピック・パラリンピックに向けて、千代田区の食品衛生施策として、本計画に記載された

こと以外に実施すべきことはありますか。 

 

 感染性胃腸炎、ノロウイルス防止対策。２４時間救急受入。路上喫煙と飲食店での受動喫煙完全

撲滅を進める。白山通りのイチョウの木は切らないでほしい。（共立女子学園の前の樹も） 

 ハラル食品への対応も必要かと思う。衛生政策とは違うのかもしれないが、オリンピック・パラ

リンピックに向けて、と銘打つなら、衛生面と同時に、正しい知識を飲食店に周知する。多くの

イスラム教徒が来日すると思います。 

 街路での弁当の販売の衛生状況。 

 新鮮な食材を使うことが大切である。 

 様々な国籍の人々が集うオリンピックでは、ヘルスケア上、日本の底力が試される。救急施設の

受け入れ体制、各国言語対応の有無、医者看護婦のスタジアム待機、救急医療を即提供できるか

etc、薬剤の在庫準備など含め、人工知能システムを使い、各区と連携して対応していただきたい。 

 便乗商品など、粗悪品については、徹底的に取り締まる等。 

 日本基準ではなく、世界標準基準を先んじて取り入れ、国内では許可されているものも世界的に

危険視している食材等は積極的に排除し、他国の訪問者も安心して食せる環境に努めていただき

たい。 

 移動式販売者への検査強化。 

 東京オリンピックに向けて、外国人観光客が多く来ることが予想されます。外国人、国際化、グ

ローバル化に向けて更に内容を充実させることが求められると感じました。 

 少し食品衛生からは外れてしまうかもしれませんが、東京オリンピック・パラリンピックに向け

てということで、様々な宗教の方（特にムスリムの方）に配慮した食品提供の体制を整えられた

良いかと思います。 

 衛生面のチェックを行っている、または行った店舗の表示と明記。 

 民泊を希望する（観戦者・旅行者）むけの対策。実は家にも友人から既に「オリンピック見に行

くよ」というメールが来ています。十分気をつけますが、特にあれば教えてください。 

 色々な国から人が集まると思うので、虫だったり菌だったり渡ってくると思うので、空港での除

菌がまず第一だと思います。 

 東京五輪開催は 7 月と聞きます。暑くなり食中毒が起こりやすい時期でもあります。それでも商

売になる路上販売（車）は増えるでしょう。取り締まりを御願いします。母親学級だったと思い

ますが、「乳幼児のいるご家庭では通年でご家族のどなたも食中毒の危険が高い生肉系は食さない

で下さい。危険です。」と聞きました。今も実行しています.やはり怪しきは体内に入れずです。

しかし、知らなければ美味しい・珍しい・試しにと五輪に訪れた外国人も口にする可能性はある

ので、周知し、日本で五輪中に集団食中毒の無い様にご指導していただきたいです。 

 ない。そもそもオリンピックで気を付けるべきことは、外国人によるウイルス・病気の持ち込み

などであろうと思う。また最近増えている中国系の人（飲食店）はゴミの捨て方がひどい。もっ

と理解できるように指導するべき。近隣では、岩本町２丁目１８－１６の雑居ビルなどは、上階

の住居からの排水（風呂か洗濯と思われる）のパイプが壊れていて、深夜に歩道に直接排水して

いるケースもある。一階には飲食店ラーメン屋もあるので、こういう部分も指導した方がよい。 

 旅行者が持ち込む食べ物に関する確認の施策案の検討。不適切な食品を長期間にわたって、摂取

した時の、結果に関する情報教育や計画。食が健康を支えるといった啓蒙活動。 
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 オリンピック等の大きなイベントにおいては、お弁当などの食品の移動販売が増えるが、これら

の中には衛生面で不安を感じるものもあるため、指導をして欲しい。生シラス丼、生ローストビ

ーフ丼など、半生の肉を使用するもの。 

 今のところ、これ以上のことは特にないと思います。この素案が見やすくて改善されることを願

います。 

 暑い夏のオリンピックは、日本食に慣れていない人の食中毒の発生が高いので、安全管理と言語

指導もして欲しい。 

 外国人観光客に対しての周知。 

 計画に記載されていることも含めて、五輪・パラリン対策の必要はないと思います。食中毒にい

ちばんヤラレやすいのは、過剰衛生規制に守られ抵抗力のない日本人ですからね。 

 ハラル対応、ベジタリアン対応。 

 オリンピック・パラリンピックとなると出店等が増えることが想定されるので、「路上営業等の監

視指導」に加えてパトロールや通報窓口などの設置が必要かもしれません。 

 多言語での安全性喚起が必要かと思われます。 

 さまざまな国、地域からやって来る方に向けて、料理・食品を提供することが多くなると思いま

すので、輸入される食材の品質管理も必要かと思います。 

 大量の食品に関わる運搬を点から点へ,また,線から線へできるだけスムーズに安全に流通できる

方法を考えなければならないと思います。特にイスラム教徒への食事配慮---例えば,豚肉チェッ

クのためのイラスト表示で提供する方法などを考慮しなければと思います。 

 訪日外国人に対して、当方の指導内容を知らしめてはどうか。生肉を食する等、文化の違いもあ

るかもしれません。「日本ではだめなので、お店に要望してはいけません」とか。衛生面をクリア

した飲食店等が明確にわかるようにするとか。思いつきですみません。 

 施設周辺での飲食の販売などで、食中毒が出るのが心配なので、しっかり監視してほしいです。 

 

 

 

Ｑ１０：計画素案について、ご意見をお聞かせください。 

 

 感染性胃腸炎、ノロウイルス防止対策。２４時間救急受入。路上喫煙と飲食店での受動喫煙完全

撲滅を進める。白山通りのイチョウの木は切らないでほしい。（共立女子学園の前の樹も） 

 監視指導目標回数など決められていて、よく考えられていると思います。 

 限られた人数で検査、周知等の広報等で大変かと思いますが、最悪の事態として人命に関わる大

切な業務ですので、頑張っていただきたいと思います。前年度の計画に対して、成果報告や課題

抽出などの資料も見てみたかったです。 

 関係者と協議して食の安全を守って下さい。 

 とても良い。 

 具体的で分かり易い。あとは区民に、どう食品衛生に対する意識を持たせるか？区役所と区内食

品産業（日清食品など）が鋭意率先して、イベント企画し分かり易く意識改革していけばいい。

普通の人々は全くと言ってよいほど、関心ない分野では？普段料理を作る女性は敏感だが、一人

ひとりが自分のこととして意識上にあげなくてはいけない問題だろう。これほど食に対する意識

関心が求められる時代もない。 
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 文字面だけみると、ちゃんとやってそうですが、具体的にどんな作業をしているかが、分かりま

せん。絵に描いた餅にならないように、よろしくお願いします。 

 難しくて、私にはよくわかりませんでした。 

 オリンピック以降も監視の目を止めず、永続的に意識を高める対応をして頂きたい。 

 難しい内容かと思ったが図式があってわかり易い。安全な印象を受ける。 

 とても充実した素案であると感じました。しかし、計画がただの、計画だけに終わってしまって

は何にもなりません。実効性のあるものとして機能して初めて成果がでるものと期待します。悪

質な食品事業者が多く存在する中で、行政指導や監視も限界があると思われます。今回是非、食

品に関するモニター制度を千代田区として取り入れ、千代田区民の参加による監視活動を実施さ

れたらいかがでしょうか。この素案に、追加し、食品表示や間際らしい表示方法の報告等、悪質

な食品事業者を追放するためには、良い方法と考えます。 

 細かく策定されており、実施された際の効果、影響に期待が持てるものだと思います。 

 全体的によくまとまっていると思います。 

 あくまで課程の話しで、ある程度動き出さないと、全体的な形は見えないと思います。 

 最近，神保町１丁目で「池袋から来た」という自称果物屋が果物をワゴン販売している様子を見

かけたほか，九段下駅付近に平日夜稀に現れるおでん屋台など，営業許可を得ているか怪しい路

上販売が気になります。食の安全性が不確かな屋台が少しでも減るように千代田区での取組を期

待しています。 

 区民への PR 方法をどうするか。 

 食品事業者むけには、だいたい良いと思います。しかし、都民一人ひとりが「おもてなし」する

立場になった時の事を考えると、頭が痛いです。食品の価格も急騰するでしょうし、夏は保存が

大変ですよね。いろいろ個人希望者にも役に立つ情報を教えてください。 

 きちんとされている印象を受けます。安心・安全な都市づくりをされていると思います。 

 何年か前にも見たことがあるのですが、同じような内容だなぁという印象しかないです。 

 業種業態・規模・時期と対象が細分化され実行されやすいとおもう。富士見小学校では給食に付

いて度々見聞きするが、施設の近代化は勿論、安心安全をモットーにアレルギーを除去・食中毒

を出さない.火を通したのもを提供ととても注意を払い美味しい給食を日々提供頂いているので

有り難いです。施設はどこもこのように充実してはいないと思いますが、その中でできる事があ

ると思います。よろしくお願いします。 

 別冊の注釈解説があり、わかりやすく区民に情報提供しており、好感を持ちました。 

 食品の安全のみならず、調理場の安全性についても指導してほしい。例えば、屋台でのガソリン

等可燃物使用の安全指導等。 

 原産地表示の徹底。特に加工食品の原産地表示は、あまりなされていないように思う。複数の原

材料であっても表示をさせて欲しい。店舗においても同様。法律事項かと思うが、条例により上

乗せや、表示を徹底しているとしている企業を表彰するなどで、優良な取り組みを実施する企業

をわかりやすくし、その方向に誘導して欲しい。そうした企業の製品を選択して購入します。 

 食品そのものの安全性よりも、飲食店の衛生管理の方にもっと大きな不安を感じる。調理師やホ

ールの人間に衛生観念がないように見える。ゴキブリやネズミがうろついていそうな店が多い。

牛丼屋の「しょうがにカビ」が生えていたことがある。外国人の衛生観念は日本人と違う。 

 専門的な用語が多くて頭の中に入ってこない。「指導します」という言葉を例にあげると、～指導

します。という文が多い。もっと工夫して見やすくして欲しい。 
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 2020 年に向けて食品扱業者が増えると思いますが、「にわか行商」による諸問題が増えると思わ

れます。「計画書渡して指導しています」と言っても、この素案は分かりにくい。一般人的文章と

かけ離れているように感じます。何か起こった後、いくら業者の責任となったとしても「確認（認

識）不足でした」で済まされそうな気がしてしまいました。私のオジは 14 才の時食中毒で他界し

ています。「バカでも分かる〇〇」という本がありますが、「大人が分かっていさえすれば良い」

のではなく、未成年にも分かりやすく、当事者意識を持てる計画書だと千代田区らしく対象者に

よりそった形で良いと思います。 

 監視指導が厳しすぎるためか、最近は路上営業をみかけることがずいぶん少なくなりました。店

舗での営業者を守るための監視指導でなければ、その旨を路上営業者も納得できそうな根拠とと

もに示してはいかがでしょう？ 

 身近な問題として捉えにくかった。 

 よく練られた案だと思います。これをいかにわかりやすくかみ砕いて区民に関係者に周知するか

が一番の課題だと思います。 

 安全性はともかく、そもそも食品添加物に関する規制が日本は甘すぎます。EU 諸国で禁止されて

いる人工甘味料の他、保存料、着色料など、あまりにも多く流通していて、恐ろしいです。食べ

られる食品が少ないので、改善してほしい。ただ、一方では、飲食店等の開店時のチェックが異

様に厳しいとの噂も聞いております。民業を圧迫することのないよう、適切な指導をお願いします。 

 素案に特に問題はなく、素案に基づき施策を進めてほしい。 

 図表が少々わかりにくいので、難しい部分はストーリー風やマンガを取り入れるなどした方がいい。 

 計画素案自体に過不足は無いと思いました。とても簡潔にまとまっています。 

 概要を広く配布すると理解が広まるかと思います。 

 それぞれの項目について、具体例を挙げて説明されていて、とても詳しく書かれていると思います。 

 地球温暖化を進めない CO2 削減は環境政策の最も重要なアジェンダのトップですので,フードマ

イレイジから出る CO2 排出量の表示 poco の表示をぜひお願いします。それと同時にトレーサビリ

テイーの追求も。 

 食品ビジネスに携わる方以外の消費者（子ども含む）が、関心を持てるようなリーフレットを作

成したらいかがでしょうか。コミック仕立てとか。 

 様々な組織が協力して食品衛生を監視していて、とても安心できると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

第４回区政モニターアンケートの集計報告は以上です。 

区政モニターの皆さまご協力ありがとうございます。  


